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第1節 資料館における展示・情報公開活動

１．第41回企画展『古墳時代の技術革新～山口県の初期須恵器～』

平成29年度に吉田構内（吉田遺跡）で行われた発掘調査で古墳時代中期中ごろの竪穴式住居跡を４
註１

県内では初期須恵器の出土例は限られており、希少性の高い遺物の一つといえる。その成果を受けて、

山口県内での初期須恵器の出土例を集めてその様相を概観する展示を企画した。

展示は須恵器がもたらした土器製作技術の画期性に着目して、須恵器出現前後で分けた視点をとっ

た。前半は、縄文土器からはじまった、須恵器出現前までの土器の種類とその製作技術について解説し

た。後半は、須恵器製作によって新たに採用された技術や、それまでの土器との違いについて解説し、

山口県内で出土した初期須恵器の事例について紹介した。

初期須恵器の展示品については、山口県内で出土が確認されている18箇所の遺跡から、ある程度の
註２

大きさが残っているものや復元されているものを抽出した。（財）山口県埋蔵文化財センターから朝田墳

墓群・下右田遺跡・御屋敷山遺跡・逗子南遺跡・平井遺跡・用田３号墳、山口市教育委員会から西遺
註３

跡、下松市教育委員会から常森１号墳の資料を借用して、吉田構内で出土した初期須恵器とともに展

示した。各機関のご協力に改めて感謝したい。

展示期間は令和元年８月５日（月）～10月26日（土）で、吉田地区のオープンキャンパス開催日である

８月10日（土）は臨時開館し、展示のクローズはホームカミングデー開催日に合わせ、会期中670名の方

々に観覧いただいた。

【註】

１）横山成己（2022）「福利厚生施設新営工事に伴う本発掘調査」，山口大学埋蔵文化財資料館（編）『山口大学埋蔵文化財資料

館年報－平成29・30年度－』，山口

２）企画展開催時の確認数による。

３）朝田墳墓群第Ⅰ地区第２号円形周溝墓、同第Ⅲ地区第10号墳、同第Ⅱ地区第13号墳

令和元年度 山口大学埋蔵文化財資料館の活動報告

写真1 企画展ポスター

写真2 展示の模様

写真１　企画展ポスター 写真２　展示の模様
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２．山口県大学ML連携特別展『ここから始まる～山口大学発掘調査速報展～』

山口県内の大学博物館および図書館が、共通テーマに沿って各大学や館の特性を生かした学術資

料または教育研究成果の展示を開催するという体制での７年目を迎えた山口県大学ＭＬ（ミュージアム・

ライブラリー）連携特別展の令和元年度共通テーマは、令和への改元が意識されたためか「はじまる・は

じめる」に決定された。

当館が実施する遺跡調査は、行政機関のそれに比して頻度が低いことから、数年に一度の間隔で構

内遺跡の発掘調査速報展を開催しており、平成26年度の山口県大学ＭＬ連携特別展での開催が直近

のものであったことから、平成26年度から30年度までの構内遺跡発掘調査速報展を企画した。

展示の対象とした調査はいずれも吉田遺跡にて実施したもので、①平成26年度から平成27年度にか

けての動物医療センターリニアック棟（現名称：動物医療センター１号棟リニアック室および動物医療セ

ンター２号棟）新営に伴う発掘・立会調査、②平成28年度の共同獣医学部総合病理鑑定研究施設（現

名称：総合病性鑑定研究施設）新営に伴う発掘調査、③平成29年度から30年度にかけての新福利厚生

施設（現名称：山口大学生活協同組合ＦＡＶＯ）新営に伴う発掘である。①②は吉田遺跡において古代

官衙関連遺構が分布する構内南東部にて実施した調査であり、古代の遺物を多量に包含する埋没谷が

検出されている。展示では、埋没谷から出土した須恵器を主とする多量の土器とともに、円面硯、墨書土

器、「千字文」音義木簡レプリカなどの文字に関連する資料を公開した。③は構内中央部に位置する「中

央広場」にて実施した調査で、古墳時代中期の竪穴式住居跡４棟をはじめ、縄文時代から弥生時代に

かけての遺物を包含する自然河川などが確認されている。当調査の出土資料は整理作業中であった

が、初期須恵器をはじめとする各竪穴式住居跡出土遺物を公開した。

山口大学吉田キャンパス大学祭（姫山祭）開催の令和元年11月10日（日）にオープンし、令和２年1月

31日（金）までの会期中、276名の方々に足を運んでいただいた。観覧者へのアンケート調査では「あまり

見ることのできないものを見ることができた」「ＦＡＶＯの建設で発掘調査が行われたことに興味があった

ため、その詳細について知ることができて良かった」などの声のほか、「ＦＡＶＯの見学を楽しみに来た

が、発掘調査のことを知り、複雑な心境になった。何を残すのか？何をつくるのか？など難しい選択だと

思った」という意見も寄せられた。

写真３ 特別展ポスター

写真４ 展示の模様

写真 3　特別展ポスター 写真 4　展示の模様
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３．令和元年度刊行物

１１．．『『山山口口大大学学埋埋蔵蔵文文化化財財資資料料館館年年報報－－平平成成2277年年度度－－』』

令和元年度は、平成27年度に実施した資料館活動報告と構内遺跡発掘調査概報を所収した年報を

刊行した。

活動報告としては、展示・情報公開活動として山口県立山口博物館との連携協力協定を締結して開

催した企画展示と講座のほか、２件の展示活動と５件の当該年度刊行物を掲載した。社会教育活動とし

ては、一般を対象として開催した公開授業１件を掲載した。

発掘調査に関しては、本発掘調査１件（吉田）、予備発掘調査１件（小串）、立会調査17件（吉田15・

白石２）の成果が掲載されている。本発掘調査１件は、本学に新設された国際総合科学部の校舎改修に

伴うもので、分布は希薄であるが弥生時代とみられる遺構を複数検出したことから、学内協議により工事

の設計変更が行われ、遺構は現状保存された。

そのほか、横山による「館蔵品調査報告－古墳時代から平安時代の遺物－」と題する付篇を所収して

いる。

２２．．山山口口大大学学埋埋蔵蔵文文化化財財資資料料館館通通信信 第第3300号号『『ててららここやや埋埋文文』』

平成18年(2005)より刊行を開始した広報誌であり、当初季刊で刊行していたが、平成23年度以降は年

度末１回の刊行となっている。巻頭頁は山口県立山口博物館との共済事業「古代ウォーク」の実施報告

を、２頁には発掘調査成果速報を、３頁には展示活動を掲載した。４－５頁は平成28年度より山口県が

「サイクル県」を称し始めたことを受け、山口大学吉田キャンパスから秋穂半島に所在する兜山古墳、美

濃ヶ浜遺跡に至るサイクリングコースを示し、６頁に両遺跡の紹介記事を掲載した。７頁には「資料館この

一品」として、小野忠凞氏により採取された多々良廃寺（防府市）の軒丸瓦を紹介している。

当館の刊行している年報と広報誌はそれぞれ山口大学学術機関リポジトリ「ＹＵＮＯＣＡ」（http://peti

t.lib.yamaguchi-u.ac.jp/）と山口県地域学リポジトリ「ＹＯＯＫＥ」（https://knowledge.lib.yamaguchi-u.ac.

jp/ja）に所収されており、当館Ｗｅｂ「刊行物」からも閲覧可能となっている。

写真5 令和元年度埋蔵文化財資料館刊行物

写真 5　令和元年度埋蔵文化財資料館刊行物
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